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委員会での主な質疑�

総
務
文
教
常
任
委
員
会�

熊
谷
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権
限
の

特
例
に
関
す
る
条
例�

�

問
　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
務
の
移
管
に
つ

い
て
、
市
長
部
局
で
行
う
こ
と
に
な
る
業
務

を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

答
　
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
や
全
国
高
等
学
校
選

抜
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
の
行
事
や
、
市
民
体
育
館
な
ど
の
体

育
施
設
の
管
理
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
な
ど
の
運
営
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の

連
絡
調
整
、
さ
ら
に
大
会
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
企
画
・
立
案
な
ど

で
あ
る
。�

（
所
管
課
・
行
政
改
革
推
進
室
）�

�

熊
谷
市
・
行
田
市
消
防
通
信
指
令
事
務
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て�

�

問
　
通
信
指
令
業
務
の
範
囲
が
広
域
に
な
る

が
、
出
動
の
際
に
支
障
に
な
る
こ
と
は
な
い

か
。�

答
　
支
障
に
な
る
点
は
、
特
に
な
い
と
考
え

て
い
る
。
む
し
ろ
、
指
令
セ
ン
タ
ー
内
に
、

熊
谷
・
行
田
両
市
の
職
員
が
い
る
こ
と
か
ら
、

両
市
の
境
界
付
近
の
出
動
要
請
に
は
、
さ
ら

に
適
切
に
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。�

（
所
管
課
・
消
防
総
務
課
）�

�

国
に
対
し
て
「
食
料
品
を
は
じ
め
暮
ら
し
に

か
か
わ
る
消
費
税
の
軽
減
に
関
す
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願�

主
な
意
見
・
大
企
業
や
大
資
産
家
へ
の
優
遇

税
制
を
本
則
課
税
に
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
財

源
が
確
保
で
き
る
と
考
え
る
。
不
況
の
中
、

せ
め
て
食
料
品
等
の
生
活
必
需
品
の
消
費
税

を
下
げ
、
庶
民
の
生
活
を
応
援
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。�

・
生
活
必
需
品
を
下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
は
理
解
で
き
る
が
、
現
在
の
５
％
と
い

う
税
率
は
、
世
界
的
に
み
て
も
低
く
抑
え
ら

れ
て
い
る
う
え
、
国
の
財
政
を
考
慮
す
る
と
、

現
状
の
税
率
か
ら
食
料
品
等
の
税
率
を
下
げ

る
と
い
う
意
見
に
は
反
対
で
あ
る
。�

委員長�
　山田　忠之�
副委員長�
　礒崎　　修�
委員�
　高橋　　初�
　岡部　三郎�
　滝沢　　肇�
　谷　　幸代�
　松本　富男�
　富岡　信吾�
　森　　新一�

答� 問�答� 問�

福
祉
環
境
常
任
委
員
会�

熊
谷
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て�

�

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
て
医
療
費
の

一
部
を
支
給
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
と

な
る
子
ど
も
の
年
齢
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。�

答
　
通
常
は
、
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
日
以

後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
で
あ
る
が
、
一

定
の
障
害
の
あ
る
方
は
、
20
歳
未
満
ま
で
が

対
象
と
な
る
。�

（
所
管
課
・
こ
ど
も
課
）�

�

「
国
に
対
し
て
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

を
改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て�

主
な
意
見
・
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
す
る

と
い
う
こ
と
に
市
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
き

て
も
、
つ
く
る
側
の
製
造
責
任
や
回
収
責
任

と
い
う
点
で
現
在
、
非
常
に
不
十
分
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
採
択
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

・
分
別
収
集
、
選
別
保
管
の
費
用
を
製
品
の

価
格
に
内
部
化
す
る
と
、
当
然
商
品
の
価
格

に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
結
局
は
国
民
の
負
担

に
な
る
。
環
境
問
題
は
、
科
学
的
な
見
方
が

色
々
と
分
か
れ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
も
色
々
な
説
が
あ
り
、

現
段
階
で
は
、
賛
成
し
か
ね
る
。�

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
市

も
相
当
な
税
金
を
投
入
し
て
お
り
、
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ま
だ
ま

だ
議
論
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
継
続
審
査
を

お
願
い
し
た
い
。�

�

「
国
に
対
し
て
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
の
基
本
制
度
要
綱
」
に
基
づ
く
保
育

制
度
改
革
の
安
易
な
導
入
に
反
対
し
、
現
行

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
」
に
つ
い
て�

主
な
意
見
・
所
得
格
差
の
あ
る
中
で
、
子
ど

も
た
ち
に
安
心
し
た
保
育
が
提
供
で
き
る
の

か
、
ま
た
、
幼
保
一
体
化
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
大
変
な
危
惧
を
感
じ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
採
択
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

・
国
は
、
地
方
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
市
町

村
の
意
見
も
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
継

続
審
査
を
お
願
い
し
た
い
。�

委員長�
　黒澤三千夫�
副委員長�
　吉原　邦陽�
委員�
　大久保照夫�
　新井　清次�
　林　真佐子�
　泉　　二良�
　三浦　和一�
　松浦　紀一�
　須永　宣延�

答� 問�

通信指令業務を行う熊谷市消防本部指令課�
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市
民
産
業
常
任
委
員
会�

熊
谷
市
企
業
の
立
地
及
び
拡
大
の
支
援
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て�

�

問
　
事
業
所
新
設
等
奨
励
金
以
外
の
各
奨
励

金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
が
決
ま

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
雇
用
促
進
奨
励
金
の

申
請
が
出
た
場
合
、
限
度
額
が
５，
０
０
０
万

円
で
あ
る
説
明
が
あ
っ
た
が
、
複
数
社
の
申

請
が
あ
っ
た
場
合
、
予
算
の
組
み
込
み
に
つ

い
て
、
伺
い
た
い
。�

答
　
今
ま
で
の
実
績
と
す
る
と
、
５
年
間
に

25
事
業
者
を
指
定
し
て
、
う
ち
８
事
業
者
で

熊
谷
市
民
を
雇
用
し
て
お
り
、
27
人
の
雇
用

が
あ
っ
た
。
本
条
例
で
は
、
雇
用
の
拡
大
と

い
う
意
味
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
入
れ
た

が
、
そ
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
し
た
場

合
に
は
、
か
な
り
の
人
数
の
雇
用
が
見
込
ま

れ
る
。
限
度
額
と
し
て
は
、
一
人
当
た
り
50

万
円
、
一
社
に
対
し
て
は
１
０
０
人
ま
で
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
複
数
社
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
複
数
社
に
、
該
当
す
る
だ
け

の
奨
励
金
を
出
し
た
い
。
そ�

れ
に
よ
り
、
本
市
の
産
業
振�

興
や
市
民
の
雇
用
拡
大
に
つ�

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。�

（
所
管
課
・
産
業
振
興
課
）�

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
商
工
費
）

に
つ
い
て�

�

問
　
商
工
費
の
商
工
業
振
興
費
の
中
の
商
業

振
興
事
業
の
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ま
く

ら
町
地
産
館
事
業
に
つ
い
て
、
２
０
０
万
円

の
補
正
が
つ
い
て
い
る
が
、
県
で
行
う
事
業

な
の
か
、
伺
い
た
い
。�

答
　
県
の
商
業
支
援
課
で
、
県
内
の
商
店
街

が
衰
退
化
し
て
い
る
た
め
、
元
気
の
あ
る
モ

デ
ル
事
業
を
募
集
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
く
事
業
で
あ
る
。
県
内
７
商
店
街
の
一
つ

に
鎌
倉
町
商
店
街
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
市
で
も
商
店
街
の
要
望
に
応
じ
て
補
助

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
補
正
を
提
出
し
た
。

県
の
補
助
要
綱
は
３
年
間
に
限
っ
て
い
る
。

補
助
対
象
は
事
業
経
費
の
２
分
の
１
と
し
、

初
年
度
が
上
限
２
０
０
万
、
２
年
度
目
が
上

限
１
０
０
万
、
３
年
度
目
が
上
限
50
万
、
４

年
度
目
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
熊
谷
市
の
補
助
要

綱
も
同
様
に
し�

た
。�

（
所

管

課

・�

  

商
業
観
光
課
）�

委員長�
　杉田　茂実�
副委員長�
　常見　　勝�
委員�
　栗原　健昇�
　笠原　秀雄�
　加賀崎千秋�
　新井　　宏�
　松岡　兵衛�
　杉田　芳雄�
　桜井くるみ�

答� 問�

答� 問�

都
市
建
設
常
任
委
員
会�

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て�

�

問
　
市
道
１
３
５
号
線
お
よ
び
市
道
大
里
１

５
１
３
号
線
の
認
定
に
つ
い
て
、
県
か
ら
市

に
移
管
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。�

答
　
市
道
１
３
５
号
線
に
つ
い
て
は
、
県
が

熊
谷
西
環
状
線
を
新
た
に
県
道
と
し
て
整
備

す
る
代
わ
り
に
、
県
道
熊
谷
館
林
線
の
一
部

を
市
が
引
き
継
ぐ
た
め
に
認
定
す
る
。
ま
た
、

市
道
大
里
１
５
１
３
号
線
に
つ
い
て
は
、
県

が
冑
山
熊
谷
線
の
現
道
の
バ
イ
パ
ス
を
造
る

代
わ
り
に
県
道
冑
山
熊
谷
線
の
一
部
を
市
が

引
き
継
ぐ
た
め
に
認
定
す
る
。�

問
　
市
道
８
０
３
６
２
号
線
の
廃
止
に
つ
い

て
、
申
請
者
と
の
協
議
が
整
っ
た
と
あ
る
が
、

そ
の
理
由
。
申
請
し
て
市
か
ら
買
い
取
る
場

合
の
要
件
。
市
が
売
却
す
る
際
の
費
用
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

答
　
当
該
路
線
は
、
申
請
者
の
庭
の
一
部
に

な
っ
て
い
る
の
を
市
が
発
見
し
、
地
権
者
と

協
議
を
重
ね
、
土
地
代
金
を
提
示
、
合
意
を

得
た
。
ま
た
、
要
件
は
、
道
路
を
廃
止
し
て

も
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
に
影
響

が
な
い
こ
と
、
及
び
関
係
地
権
者
の
承
諾
で

あ
る
。
申
請
者
の
費
用
は
、
土
地
代
金
の
ほ

か
に
申
請
地
の
地
積
測
量
図
作
成
、
及
び
所

有
権
移
転
の
嘱
託
登
記
に
か
か
る
登
録
免
許

税
で
あ
り
、
市
の
費
用
は
土
地
の
不
動
産
鑑

定
評
価
料
で
あ
る
。�

（
所
管
課
・
管
理
課
）�

�

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
土
木
費
）

に
つ
い
て�

�

問
　
第
２
北
大
通
線
道
路
改
良
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
の
土
地
購
入
費
の
予
算
総
額
は
全

体
で
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
今
回
の
土
地

購
入
で
全
体
の
何
％
に
当
た
る
土
地
が
確
保

さ
れ
た
の
か
、
伺
い
た
い
。�

答
　
当
初
予
算
が
１
億
３，
３
０
０
万
円
、
今

回
不
足
分
を
補
正
し
、
１
億
４，
４
６
５
万
３，

０
０
０
円
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
、
４
５
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
実
施
し
て
お
り
、
全
体

で
17
件
、
残
り
３
件
で
、
全
体
の
用
地
買
収

面
積
の
約
63
・
９
％
で
あ
る
。�

（
所
管
課
・�

  

道
路
課
）� 委員長�

　大嶋　和浩�
副委員長�
　大山美智子�
委員�
　並木　正一�
　小林　甚一�
　新井　正夫�
　加藤　恒男�
　田島　道夫�
　松本貢市郎�

答�答� 問�

問�

問�

答�

委員会での主な質疑�

舞�

コンバインでの稲刈り�

妻沼西部工業団地の分譲地�

上田知事から認定書の交付を�
受ける鎌倉町商店街�

第２北大通線道路改良事業�
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